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 １．適用 

   この製品仕様書は、電気分解式 小型除湿素子「ロサール」ＲＳ２に適用する。 

 

 ２．外形図 

   ＲＢ－Ｒ１０Ｘ００１０（５頁参照） 

 

 ３．一般仕様 

   １）適用容積  ： ～５，０００ｃｃ 

   ２）供給電圧  ： ＤＣ ２．９～３．３Ｖ 

   ３）平均消費電力  ： ２２０ｍＷ（ａｔ ２０℃／６０％ＲＨ） 

   ４）重量   ： ３．４ｇ 

   ５）使用温度範囲  ： －１０～５０℃ 

   ６）使用湿度範囲  ： ９０％ＲＨ以下 

   ７）保存温度範囲  ： －２０～６０℃ 

   ８）保存湿度範囲  ： ９０％ＲＨ以下 

   ９）端子接続方法  ： 差込端子（適合電線サイズ：ＡＷＧ２８～２０） 

※差込端子仕様は５頁の外形図参照 

  １０）ＲｏＨＳ２指令  ： 規制対象１０物質の含有は許容値内 
 

 ４．性能および特性？（←小型・薄型・汎用は要追記） 

   １）除湿能力  ： ２１０ｍｇ／日（ａｔ ３０℃／６０％ＲＨ） ※出荷時 

   ２）定常電流  ： １０５ｍＡ以下（ａｔ ３０℃／６０％ＲＨ） 

   ３）突入電流  ： １．８Ａ（ａｔ ３０℃／６０％ＲＨ，ピーク値） ※参考値 
 

 ５．製品寿命 

   除湿能力はご使用と共に徐々に低下します。（低下の程度は使用環境･使用条件により変化します） 

   除湿素子が搭載される製品の仕様によって、除湿素子の性能低下がどこまで許容されるか異なるため、 
   性能半減期（上記４記載の除湿能力が１／２となる時期）を寿命と定義しています。 
     

    性能半減期 ： ４～６年程度 

           ※１８℃環境（日本の年間平均気温）で２４時間３６５日通電した場合 

 

 ６．表示 

   本体上面に次の項目を表示する。 

   １）型名 

   ２）ロット番号（数字・アルファベット３文字） 

       ＲＳ２ Ｘ Ｘ Ｘ 

                     日（１～９，Ａ～Ｙ） ※Ｉ，Ｏ，Ｘを除く 

                     月（１～９，Ａ～Ｃ） 

                     年（２０２１：Ｍ～２０３２：Ｚ） ※Ｉ，Ｏ，Ｘを除く 

                     型名 

 

   ３）（＋）側極性表示（凹マーク） 

 

 ７．出荷検査 

   当社出荷検査規定により、次の項目について検査し合格すること。 

    １）構造 ※ 

    ２）除湿性能 ： 動作動作（全数） 

     除湿能力（抜き取り） 
    ３）表示内容 
    ４）梱包状態 
  

※除湿側の素子表面（除湿面）に白い付着物が見られることがありますが、製造工程において 

素子の材料が付着したものであり、除湿性能や寿命に影響を及ぼすものではありません。 
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 ８．梱包仕様 

輸送中の破損・変質・特性の劣化から製品を保護するため、次の梱包方法とする。 

    １）専用トレイ（ＭＡＸ４０個）に入れる。 

２）トレイを５段（ＭＡＸ２００個）積み重ねてフタをし、段ボールシートと輪ゴムで固定する。 

３）梱包箱に入れ、取扱説明書を同梱する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．専用トレイ（４０個入り）             図２．内装の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．梱包箱に収納した状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．梱包箱断面図 

 

 

 

 

エアクッション 

段ボールシート 

フタ 

トレイ（最大５段） 

輪ゴム（２ヶ所） 

段ボールシート 

エアクッション 
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９．使用上の注意事項 

   １）素子の除／加湿面に手や物体が触れないよう、必要に応じて保護カバーを取付けてください。 

   ２）取付前に取付方向を間違えないよう、十分ご確認願います。取付方向を間違えると除／加湿が 

逆になり、容器内の収納物に悪影響を及ぼす原因となります。 

   ３）素子への供給電源について、以下の事項を厳守してください。 

   （１）絶対に極性を間違えないでください。 

      極性を間違えると除／加湿が逆になり、容器内の収納物に悪影響を及ぼす原因となるばかり 

      でなく、放湿側の多孔性電極が化学反応により消耗し、故障の原因となります。 
   （２）除湿素子自身の特性上、電源ＯＮ時に比較的大きな突入電流が流れますので、使用される 

      電源は下記表１の仕様のものを推奨します。 

   （３）電源は除湿素子１台毎に専用電源を使用してください。電源１台で複数の除湿素子を直列 
又は並列で駆動されると、除湿素子が何らかの原因で故障した場合、すべての除湿素子が 
動作しなくなることがあります。 

   （４）除湿素子は水蒸気を透過しますので、電源をＯＦＦにすると除湿素子を介して外部の水分が 
      容器内に入り、湿度は元の状態に戻ります。（時間の経過と共に、容器内外の湿度は平衡状態に 

なります） 
表１ 推奨電源仕様 

定格出力電圧 ＤＣ ３Ｖ 

定格出力電流 ５００ｍＡ 

過電流保護機能  ※注 あり 

過電圧保護機能 あり 

出力電圧変動 ０．１Ｖ以下 

リップルノイズ ０．２Ｖ以下 

その他 市販の電源仕様に準じる 

         注）逆Ｌ垂下型又はフの字垂下型のものを使用して下さい。素子の特性上、 

過電流保護機能が動作した場合でも、ＤＣ２Ｖ以上の電圧を供給し続ける 

必要があるため、間欠型（Ｈｉｃｃｕｐ ｍｏｄｅ）のものは使用できません。 

また、フの字垂下型の電源を使用された場合、フの字の特性によっては 

（電流抑制が大きい場合）、除湿素子が正常に動作しないことがあります。 

 

   ４）除湿素子の適用にあたっては、容器が密閉構造になっていることを前提としております。 

     また、容器の材質に透湿性がある場合、期待通りの効果が得られませんのでご注意願います。 

   ５）除湿素子はできるだけ容器の側面中央部にパッキン等で容器の気密性を確保して取付けてください。 
     天井面・床面への取付けは避けてください。 

（埃・金属片等が堆積し、素子の故障に繋がる可能性があります）  

なお、シリコンパッキンを使用される場合は、必ず加硫処理（例：２００℃×６ｈ）を行った 

     ものを使用してください。パッキンに含まれる低分子シロキサンの影響で除湿素子の性能が 

短期間で低下します。 

※本製品内のシリコンパッキンは、除湿素子への影響を排除するため、 

加硫処理（２００℃×６ｈ）を行ったものを使用しております。 

   ６）密閉用ゴムパッキン等に酸化防止剤が含有されている場合、まれに素子表面（除湿面）に 

結晶が析出する場合がありますので、パッキン等については十分なご評価をお願いします。 

   ７）容器の気密性を確保するためシール材を使用される場合、シリコン系シール材の使用は避けてください。 
シール材から発生するオキシムガス＆シロキサンガスの影響で除湿素子の性能が短期間で低下します。 
なお、シリコン系以外のものでもシール材が完全に硬化してから除湿素子を容器に搭載してください。 
硬化の際に発生する揮発性物質の影響で除湿能力が低下します。 

     【推奨品】変性シリコンコーク（コニシ(株)製） 
   ８）放湿面（除湿素子部）には水等が当たらないように注意してください。除湿素子表面が濡れると 

乾燥するまで除湿効果が得られなくなります。特に屋外で使用する場合は、必ずカバーまたは 

透湿シート等を取付けていただき、放湿面を水等から保護できる構造としてください。 

   ９）粉塵・オイルミスト等の環境で使用される場合は、粉塵・オイルミスト等が素子面に付着 

     しないよう、透湿シート等を貼り付けてください。 

     【推奨品】テミッシュ：Ｓ－ＮＴＦ２１３１Ａ－Ｓ０６（日東電工(株)製） 

  １０）除湿素子の放湿側が密閉状態や換気の悪い状態にならないよう、注意してください。 

  １１）気化性防錆剤・防虫剤との併用、または有機ガス濃度の高い場所での使用は避けてください。 

  １２）故障の原因となりますので、絶対に分解したり、勝手に修理・改造をしないでください。 
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